
注 ： ※1立会いは必要に応じて
※2圧縮強度試験（材齢28日）を行う場合には省略
※3圧縮強度試験（材齢7日）で設計基準強度を上回っている場合には、省略（小規模建築物のみ）

エルコラム工法のフローチャート

監　理　者 エ　ル　フ

工　事　監　理 品　質　管　理 施　工　管　理

配合計画書・施工要領書の作成

設計条件の検討
設計基準強度の設定

サンプリング

現　地　調　査

　　　土質検査
　■単位体積重量
　■含水比の測定
　■粒度分析

配合計画

　　施工条件確認
　■資機材運搬
　■地中障害
　■敷地隣接等

　施工法の検討
■玉石が大きい場合
　には掘削・除去

安全・工程の
検討

人員・資機材の
検討

試験練り

　　　　　　現場施工
　■掘削機械設置(杭芯確認)
　■特殊ﾛｯﾄﾞ建込(建込確認）
　■特殊ﾛｯﾄﾞ掘削・ｽﾗﾘｰ注入
　■先端固化処理
　■特殊ﾛｯﾄﾞ反転・混合攪拌
　■特殊ﾛｯﾄﾞ引抜・造成完了

試験体採取

< 小規模建築物の場合 >

　圧縮強度試験(材齢7日)※2

圧縮強度試験(材齢28日)※3

圧縮試験報告書・施工報告書の作成

(立会い)※1

承　諾

立会い

確　認

YES

NO

(立会い)※1

圧縮強度試験
■基準強度を

上回ることを確認

設計図書
地質データ

地盤改良工事完了



④ 試験練

③ 細粒分含有率（粒度分析）

⑧ 一軸圧縮試験

⑤ 攪拌完了

⑨ 報告書作成

室 内 配 合 試 験 手 順

⑥ テストピース作成

① 含水比 ② 突き固めによる締め固め試験

⑦ 水中養成



管理装置のモニター画面で、

深度、速度、回転数、羽根切回数、

積算流量などを確認する。

*小規模建築物とは、地下3階以下・高さ13m以下・軒高9m以下・延べ面積500m2以下の建物。

⑧ 造成完了

⑥ 施工管理値の確認

施 工 手 順［エルコラム工法］

② 空堀掘進 ③ 掘進攪拌① 杭芯位置確認/杭芯あわせ

⑧ 出来形確認

④ 先端部練り返し

⑦ 頭部ﾓｰﾙﾄﾞｺｱ/深部ﾓｰﾙﾄﾞｺｱ 採取

⑦ 造成完了

⑤ 引き上げ攪拌

⑨ 出来形確認

⑨ 頭部ｺｱ/全長ｺｱ 採取

頭部コア・全長コア 採取時（小規模建築物以外）

モールドコア 採取時（小規模建築物＊の場合）

コアマシン ボーリングマシン

未固結改良土採取器


